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はじめに

　慶長５年（1600）旧暦９月、別府の扇状地を舞台に黒
くろ

田
だ

如
じょ

水
すい

と大
おお

友
とも

義
よし

統
むね

の軍勢による合戦が行われました。石
いし

垣
がき

原
ばる

合
かっ

戦
せん

と呼ばれるこの戦いは、９月13日に両軍が衝突、
15日に大友義統が降伏して終結します。同じ日、美

み

濃
の

関
せき

ヶ
が

原
はら

では徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が率いる軍勢と毛
もう

利
り

輝
てる

元
もと

を総大将とする石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

らの軍勢が衝突した関
せき

ヶ
が

原
はら

合
かっ

戦
せん

が行われ、徳川方が
勝利します。中央の政治から遠く離れた別府の地で行われ
た石垣原合戦も豊

とよ

臣
とみ

政権の内部分裂から派生する対立と深
く関連し、細

ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

の領地であったこの地を巡る徳川方と
毛利・石田方のせめぎ合いの終結点として、黒田如水と大
友義統が石垣原の地で対峙する構図が生まれてきます。
　本書では、数ある石垣原合戦に関する資料の内、武将間
で交わされた書状や福岡藩黒田家の記録である『黒

くろ

田
だ

家
か

譜
ふ

』を参考に石垣原合戦が行われた背景や合戦の様子を探
ることを目的としています。
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豊臣政権と関ヶ原合戦までの動き

豊臣秀吉の朝鮮出兵
　国内の統一を果たした豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

は、文
ぶん

禄
ろく

・慶長年間に２度にわたる朝鮮出兵を行う。この２度の出兵

は、作戦面の対立や論功行賞の不平等などの理由で豊臣家家臣団に軋轢を生む結果となり、黒
くろ

田
だ

長
なが

政
まさ

・

加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

ら武
ぶ

功
こう

派と石田三成ら吏
り

僚
りょう

派が対立し、関ヶ原合戦の要因となった。

　文禄の役の際、豊後国主であった大友義統も出兵の命を受け、黒田長政の軍勢と共に渡海するが、

明
みん

軍
ぐん

に包囲された小
こ

西
にし

行
ゆき

長
なが

の援軍要請に応じず撤退し、豊臣秀吉の怒りを買うことになる。文禄２年

（1593）５月、大友義統は領国の豊後を没収され、毛利輝元のもとに幽閉された。大友家が退いた豊

後には、熊
くま

谷
がい

直
なお

盛
もり

・中
なか

川
がわ

秀
ひで

成
しげ

ら豊臣家の家臣団が配属されることになった。

豊臣秀吉の死と徳川家康の台頭
　慶長３年（1598）８月18日、豊臣秀吉が死去すると幼少の秀

ひで

頼
より

が豊臣家の家督を継いだ。豊臣秀吉

は死の直前、五
ご

大
たい

老
ろう

・五
ご

奉
ぶ

行
ぎょう

の制度を採用し、有力大名による合議制で政権の運営を行い、幼い豊臣秀

頼を補佐する役割を与えた。慶長４年（1599）閏
うるう

３月、豊臣秀頼の後見人で、徳川家康に並ぶ実力者

であった前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

が没すると政権のバランスが崩れ、前田利家の死の翌日には、黒田長政・細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

ら

武功派が石田三成を襲撃する事件が起きた。徳川家康の斡旋により事態は収拾されたが、石田三成は奉

行職を解かれ、政権の中枢から外れた。また、五大老のうち、毛利輝元・上
うえ

杉
すぎ

景
かげ

勝
かつ

・宇
う

喜
き

多
た

秀
ひで

家
いえ

・前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

が国元に帰国すると、唯一上方に残った徳川家康が豊臣政権の実権を握ることになる。

慶長５年（1600）の動向
　慶長５年（1600）２月、徳川家康の勧めにより細川忠興に、別府の地を含む豊後速

はや

見
み

郡および由
ゆ

布
ふ

院
いん

６万石が与えられた。６月には、上洛を拒み続ける上杉景勝に謀反の疑いがあるとして、徳川家康自

らが総大将となり上杉景勝を攻めるべく会津征伐軍が編成され上方を出発した。会津征伐の軍勢が、関

東まで進んだ７月中旬、石田三成を中心とした反徳川勢力が決起、毛利輝元を総大将として大坂城西の

丸に迎え入れ、増
まし

田
た

長
なが

盛
もり

ら奉行衆もこれに同調した。また、各地の大名に徳川家康を弾劾する「内
ない

府
ふ

ち

がひの条
じょう

々
じょう

」を発し上洛を求めた。７月19日には徳川家康の上方での拠点伏
ふし

見
み

城を攻撃、細川忠興の

領国丹
たん

後
ご

も攻撃の対象とされ、父細
ほそ

川
かわ

幽
ゆう

斎
さい

が田
た

辺
なべ

城で籠城戦を行う。これにより徳川家康が率いる軍勢

は会津征伐を中止、反転し上方へ向かうことになり、毛利・石田方の軍勢と美濃関ヶ原で対峙した。

細川領・豊後国速見郡の情勢

　石垣原合戦の舞台となる別府の地は、慶長５年（1600）２月に細川忠興の領地となり、木
き

付
つき

城には

細川家の重臣松
まつ

井
い

康
やすゆき

之と有
ありよしたてゆき

吉立行が在城していた。石田三成らが決起した後、木付城の松井康之のもと

には、７月下旬から８月上旬にかけて大坂の奉行衆などから、毛利・石田方に味方するよう勧誘の書状

が届く。８月中旬には毛利・石田方の命を受けた臼
うす

杵
き

の太田氏による開城の交渉が行われるが失敗に終

わる。これらの木付城明け渡しの工作が失敗に終わると毛利・石田方は、幽閉を解かれ上洛していた旧

豊後国主大友義統に武器などを提供し、豊後へと向かわせる。９月９日に別府浜
はま

脇
わき

浦
うら

に上陸した大友義

統は立
たて

石
いし

村に布陣し、９月10日には木付城に兵を差し向けるが、翌11日撤退する。木付城の救援に向

かった黒田勢と木付城の軍勢が、実
じっ

相
そう

寺
じ

山
やま

付近に布陣し、立石村の大友勢と対峙することにより石垣原

合戦が行われることになる。
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松井康之列書状案に見る豊後の情勢（松井文書）

　「松
まつ

井
い

康
やす

之
ゆき

列
れつ

書
しょ

状
じょう

案
あん

」　は、当時木付城に在城していた細川家の重臣松井康之が、本国の丹後に木付

城を取り巻く情勢について知らせた書状であり、石垣原合戦が行われる直前の８月28日付で記された

ものである。別府の地を含む豊後国速見郡は豊後国内で唯一、徳川家康に味方することを鮮明にしてい

た細川忠興の領地であり、その拠点である木付城に在城していた松井康之のもとには、大坂の奉行衆ら

から毛利・石田方へ味方するよう書状が届いていた。８月に入ると毛利・石田方は臼杵城の太
おお

田
た

一
かず

成
なり

に

木付城の請取りを命じ木付城へ向かわせるが、松井康之は城の明け渡しを拒絶する。太田氏による城請

取りが失敗に終わると、毛利・石田方は、幽閉を解かれ上方にいたとされる旧豊後国主大友義統に武器

等を提供し、豊後へと向かわせることになる。

（１）毛利・石田方からの使者
　毛利輝元・宇喜多秀家・三奉行（前

まえ

田
だ

玄
げん

以
い

・長
な

束
つかまさいえ

正家・増田長盛）らの使者として、臼杵城主太
おお

田
た

一
かず

吉
よし

の息子、太田一成が木付城請取りを命じられ豊後へ帰国した。太田一成は帰国後、使者に毛利輝元ら

の書状を持たせ木付城に向かわせたが、木付城の松井康之は書状を投げ返し、重ねて使者を送ってくる

ようであれば討ち捨てにすると告げ、城の明け渡しを拒絶した。

引用文献：林千寿編1998『松井文庫所蔵古文書調査報告書三』八代市立博物館未来の森ミュージアム
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（２）太田氏による木付城請取りの失敗
　説得による木付城の請取りが困難と判断した太田一吉・一成親子は、城請取りの足掛かりとして、木

付城に近接する深
ふか

江
え

の古城に入るため舟を出してきたが、事前にこの動きを察知した木付城側は、深江

城の本丸・二ノ丸を崩してこの動きを封じた。

（３）大友義統の動向
　「当郡の儀、奉行衆より進之、中国まて被下候由候」とあり、公儀の奉行衆より旧豊後国主大友義統

に豊後国速見郡が与えられ（白峰2011b）、中国辺りまで下って来ていることが報告されている。松井

康之は大友義統が、臼杵・府
ふ

内
ない

・熊
くま

谷
がい

城（安
あ

岐
き

城）・垣
かき

見
み

城（富
とみ

来
く

城）に入り当郡（木付城）への行動

を起こすだろうと予測していた。これに対応するため、領内の農民等から人質を取り、領民が大友軍へ

加わらないようにしている。

（４）黒田如水との連携
　黒田如水との連携が語られており、大筒３丁の提供を受けている。「先度舟ニて御出候て、御見廻候」

とあるように、黒田如水が木付城に来て、城の普請の様子を見廻ったと伝えている。また、木付城が攻

められた際には、黒田如水から後
うしろ

巻
まき

（救援）が行われる約束があることが判る。

（５）加藤清正との連携
　肥後の加藤清正とは頻繁に書状を交わし、加藤清正の手配により兵

ひょう

糧
ろう

200石を府内から城に入れ、鉄

砲の玉薬5000発の提供を受けている。また、加藤清正の妻が黒田如水の手配で中津を経由し熊本へ帰

国した旨も伝えており、黒田如水と加藤清正の連携の様子も伺える。

（６）豊後の動静
　高
たか

田
だ

城竹
たけなかしげとし

中重利は病と称して上洛はしておら

ず、木付城とも懇意にしている。

　府内城の早
はや

川
かわ

長
なが

敏
とし

や日
ひのくま

隈城の毛
もう

利
り

高
たかまさ

政は毛

利・石田方の要請で丹後へ出陣したが、留守居

は木付城と連絡があることがわかる。

　岡
おか

城の中川秀成は上洛していないが、４・５

日前に家臣の中川平右衛門が上方へ向かったと

伝えている。

（７）豊前の動静
　小倉城の毛

もう

利
り

吉
よし

成
なり

は、毛利輝元および奉行衆

の加藤清正への使者として８月18日に帰国し

ている。毛利吉成の軍勢は伏見城攻めに加わ

り、重臣多数を失っており、小倉や門司の城も毛利吉成の勢力では支えることはできず、毛利輝元の軍

勢が入るだろうと予測している。また「如ハ人数被集、何れへ成共働構にて候条」とあるように黒田如

水が中津に於いて兵を集め、どの方向へも出陣する用意があることを伝えている。

石
垣
原
合
戦
直
前
の
豊
後
の
情
勢
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引用文献：林千寿編1998『松井文庫所蔵古文書調査報告書三』八代市立博物館未来の森ミュージアム

松井康之・有吉立行連署状案から見る石垣原合戦（松井文書）

　「松
まつ

井
い

康
やすゆき

之・有
ありよしたてゆき

吉立行連
れんしょ

署 状
じょう

案
あん

」は、石垣原合戦が終結した直後の９月19日付で記されたもので、

木付勢を引き連れて合戦に参加した松井康之・有吉立行が、本国に合戦の様子を報告した書状（案）で

ある。この書状には、石垣原合戦に参戦した黒田方の軍勢および兵士数が記されている。また、合戦

の開始や黒田勢の先手が深入りして、４人の大将の内２人が討死した様子、井
いの

上
うえ

九
く

郎
ろ う え も ん

右衛門率いる二
に

番
ばん

備
そなえ

が参戦し、大友勢を立石の陣まで押し込む状況など戦況が詳しく記されている。実際に合戦に参加し

た武将による戦況の報告であり、石垣原合戦を検討するうえで貴重な資料である。
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（１）黒田方の軍勢
　木付城からの知らせにより黒田如水が救援のために向かわ

せた黒田方の先勢で、９月13日の石垣原合戦に参加した黒

田方の軍勢の備
そなえ

が記されている。

　黒田勢の先手は、久
ひさ

野
の じ

次左
ざ え

衛門
もん

・曽
そ

我
が

部
べ

五
ご

郎
ろ う え も ん

右衛門・母里

與三兵衛・時
とき

枝
えだ

平
へい

太
だゆ う

夫の四大将で、兵士数は千名（①）。

　二番備は井上九郎右衛門・野
の

村
むら

市
いち

右
う

衛
え

門
もん

・後藤又兵衛息の

三大将で、兵士数は千名とあり（②）、９月13日の合戦に参

加した黒田勢の兵士数は二千名程度であったことがわかる。

（２）合戦の開始
　木付城から大友方の布陣する立石に向かう際に「木付之者先を仕」という表現には、細川領である別

府の地に侵入した大友勢に対して、少数の兵ながらも自らの敵であるという意思がうかがえる（③）。

　合戦の開始は、木付勢が実相寺山に布陣した時に、大友方が「敵少鉄炮之者」を繰り出してきて（④）、

黒田勢の先手の四大将が反応し「九良右衛門組一里も跡ニ候て、人数不続候処ニ、馬を乗出し」とある

ように、二番備が実相寺山周辺に布陣する前に、大友勢との合戦に及んだ様子がうかがえる（⑤）。ま

た、松井康之ら木付勢も黒田勢が戦いを開始したため、戦いに加わっている。

（３）大友勢の反撃
　大友勢が引いたので、黒田勢はこれを追いかけ「立石きわ」まで来たところで、反撃を受け、黒田勢

先手の四大将のうち久野次左衛門と曽我部五郎右衛門が討死した（⑦）。

　時枝平太夫と母里與三兵衛は、実相寺山を過ぎて逃げ敗走している（⑧）。

（４）黒田方二番備井上九郎右衛門隊の参戦
　黒田勢が敗走する中、松井康之ら木付勢は「討死ニ相極」て、その場に踏みとどまり戦っていたとこ

ろ（⑨）、黒田勢の二番備井上九郎右衛門・野村市右衛門が参戦して、数刻戦い、突き勝ち、大友勢を

立石まで押し込み、この日の合戦に勝利した（⑩）。

（５）石垣原合戦の終結
　両度の合戦で、黒田勢及び木付勢は、大友方の吉

よし

弘
ひろ

統
むね

幸
ゆき

・宗
むな

像
かた

掃
か

部
もん

ら80名余を討取り（⑪）、立石の

陣に引いた大友義統に対しては軍議により「可被責殺ニ相極候」と決めて攻め込む用意をしていたとこ

ろに（⑫）、大友義統は妹婿である母
も

里
り

太
た

兵
へ

衛
え

の陣所へ下ったため命は助け（⑬）、義統を中津へと送り

石垣原合戦は終結した。

　この書状によると、戦いは木付勢および黒田勢の先手が実相寺山付近に到着後まもなく始り、黒田勢

の二番備は石垣原に布陣していなかった。黒田勢の先手は、大友勢が引いたためこれを追い「立石きわ」

まで迫ったときに反撃を受け、久野・曽我部ら有力武将を失い、時枝・母里も実相寺山を過ぎて撤退し

た。このように合戦の前半においては大友方が優勢であったが、兵士数で勝る黒田勢は、二番備の井上

九郎右衛門らが参戦することにより形勢が逆転、吉弘統幸・宗像掃部ら大友方の有力武将が討取られ、

合戦の勝敗が決する形となった。
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南立石本町

貝原益軒が記した石垣原合戦

　貝
かい

原
ばら

益
えき

軒
けん

は福岡藩の儒
じゅ

学
がく

者で、寛
かん

文
ぶん

11年（1671）に藩主黒
くろ

田
だ

光
みつ

之
ゆき

から藩祖如水と初代長政の事績を

集
しゅう

録
ろく

する『黒田家譜』の編
へん

纂
さん

を命じられた。『黒田家譜』は、如水・長政の生涯の記録が全15巻（宝
ほう

永
えい

本）

にまとめられている。このうち第12巻が「如水豊後陣上」として石垣原合戦の詳細が記され、第13巻「如

水豊後陣下」にも黒田如水の実相寺山着陣や大友義統が降伏した様子が記録されている。また、貝原益

軒は石垣原合戦の取材として合戦が行われた別府の地を訪れており、絵師に合戦の見取り図を描かせた

『豊後国速見郡石垣原図』が残されており、合戦の様子を今に伝えている。

以下、『黒田家譜』から抜粋
（１）　合戦の開始

　（大友方は）吉弘加兵衛統幸を大将として、竹田津志摩・小田原又左衛門・深栖七右衛門・木部山

城・大神賢助・清田民部など云者、立石を打立て此方へ寄来り、石垣原にて對陣す。身方の先陣、

時枝平太夫・母里與三兵衛かけ合せ戦ひしが、敵わざと引退て身方を引よせける。

（２）　大友勢の反撃

　母里・時枝敵の僞て逃げるをバしらずして、追懸立石の方へゆく所に、小川の有ける河原を隔て、

敵備を立直し取て返す。其時敵身方たがひににらミ合て立留る。敵河原の面に、左右と中と三備に

立たり。暫有て左右の備皆中備に加り、三備一になりぬ。いかさま敵の備立の様、かゝりて軍すべ

き物色也と見る處に、案の如く敵一度に咄と突かゝる。

（３）　黒田勢一陣の敗戦

　母里與三兵衛・時枝平太夫もしばし支へて戦けるが、吉弘が猛兵に押立られ、力及バず北をさし

て引退く。敵勝に乗て石垣原の北の末なる野山の間、犬の馬場と云所まで追討にする程に、身方に

討るゝ者多かりけり。（中略）此時身方の兵討るゝ者八十人、敵は十騎討れける。
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引用文献　川添昭二・福岡古文書を読む会校訂1983『新訂黒田家譜』文献出版

（４）　黒田勢二陣大将、久野次左衛門の討死

　二陣久野次左衛門、曾我部五右衛門、其外如水より相添られし士共と同しくかゝりけるが、母里

時枝が東の方を引退くを見て、守返させんとて馬を乗よせ、返せ返せと制しけれとも、引立たる勢

なれば、先陣ハ終に返さず。次左衛門ハ敵の二陣に向ひける。敵の二陣は宗像掃部を大将として、

五百許にて馳かゝる。（中略）（久野次左衛門は）猶敵陣へ馳かゝり、馬よりおり立小膝を折て鎗を

かまへ敵を待うけ、向ふてかゝる者を討取、数人に手を負せ、勇気を振ふ事甚盛なり。されども敵

大勢なれば叶はずして、（久野）次左衛門は終に討れにける。生年十九歳とぞ聞へし。

（５）　黒田勢の三陣大将井上九郎右衛門、加来殿山より戦況を見る

　（黒田勢の）三陣は、井上九郎右衛門・野村市右衛門・後藤左門なり。此三人は、石垣原の北、實

相寺山の西なる加来殿山といへる山の上に、陣をとりて居たり。（中略）高き所よりつくづくと見れ

ば、先手打まけ、二陣も破れ、松井・有吉も、本の陣所へ引上りける。敵共ハ芝原に坐して、扇を

つかひ休ミ居たり。井上是を見て、よき時節そおもひ、再拝を以て身方の勢を招き

（６）　黒田勢三陣の参戦

　はしめハ敵身方しばし弓鐵炮を打合しが、やがてたがひに鎗を揃へてつき合たゝき合ける。（中略）

大友が先手の兵いさミ進ミけるを、身方つよく防きて突崩す。逃るを追ハんとしけるを、井上・野

村思ひけるは、只今敗軍せし敵の先勢ハ、此比俄に馳集たる葉武者共なり。倔強の兵ハ跡にひかへ、

今日を限に必死にきハめ、最後の一戦と思ひ定め、備を乱さずしづまり返て居ると見たり。

（７）　吉弘統幸と黒田勢三陣の戦い

　吉弘加兵衛是を見て、敵軽々しく足を乱し追かけば、近々と引付討取へしと思ひしに、さても物

馴たる者共かな。此上は今日討死ぞと究め、いざや懸らん（中略）敵進ミ来りしかば、井上・野村、

爰を専途と防ぎ戦ふ。されとも吉弘いさミ戦へは、敵つよくして、井上が一手はかりにてハ、猶あ

やうかりける。

（８）　吉弘統幸と井上九郎右衛門との一騎打ち

　吉弘加兵衛ハ、世に聞えし大剛の者、殊に抜群にたけ高く大力なりしが、朱柄の大鎗を取のべ、

むかふ敵を横打に打倒し、あたりを拂て見えたりけるが、井上九郎右衛門を目かけ、鎗を打振て眞

一文字にかゝり、井上殿か珍しく候。吉弘加兵衛にて候。尋常に参會すべしとて、しづしづと近付

ける（中略）此所石垣原の南北の半より、四町ばかり南、立石の方によりて、野中に忠内が堀とて、

わざとほりたるごとくなるから堀あり。（中略）其所に吉弘ハ南の岸の上にたち、井上ハ北の岸の上

に立て相向ふ。

（９）　黒田如水の実相寺山着陣と大友義統の降伏

　其日の晩景に及て、如水實相寺山に着て、山上に陣を取給ふ。先手二陣左右の備後備、一勢一勢

引分て備え立陣を取。（中略）翌日（十四日）實相寺山にて、昨日打取し敵の首實検せらる。

　（中略）義統剃髪の姿と成て、主従十人許にて、十五日の早天に、ひそかに（母里）太兵衛か陣屋

へぞ降られける。
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大友義統衆討死交名（松井文書）

　「大
おお

友
とも

義
よし

統
むね

衆
しゅう

討
うち

死
じに

交
きょう

名
みょう

」は、合戦当時木付城に在城していた松井康之・有吉立行が、主君細川忠興

に石垣原合戦の結果を報告するために記したものであり、この合戦で討死した大友方の武将54人の名

が記されている。

　『黒田家譜』には、９月14日に実相寺山にて首
くび

実
じっ

検
けん

が行われ、

その後「別府といふ村の西の野に、かぶと付をは上の段に、雑兵

の首をは下の段に、二筋にかけならへたり」と記されている。

　筆頭の吉
よしひろ

弘加
かひょうえ

兵衛（統幸）は、地元の人々によって手厚く葬ら

れた。宗像掃部は、大友家の豊後除国後、岡城の中川秀成に属し

ていたが、大友義統が帰国すると、同じく中川家に属していた田
た

原
ばる

紹
じょうにん

忍とともに旧主君の軍勢に加わった。『黒田家譜』では大友

方の第２陣の大将であったと伝えられている。

　岐
き

部
べ

左
さ

近
こん

と竹
たけ

田
た

津
づ

志
し

摩
ま

は、豊後除国後も大友義統への忠誠を

誓った起
き

証
しょう

文
もん

が残されている。

　柴
しば

田
た

治
じ

右
う

衛
え

門
もん

および平
ひら

林
ばやし

津
つ

介
すけ

は９月10日の木付城攻めの際と

もに討死した。

吉
弘
統
幸
墓
（
昭
和
四
十
五
年
頃
）

引用文献：林千寿編1998『松井文庫所蔵古文書調査報告書三』八代市立博物館未来の森ミュージアム
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加藤清正と石垣原合戦（松井文書）

　肥後の加藤清正は、大友義統が別府に上陸した

という報告を聞くと、事前の約束の通り豊後に向

けて出陣した。９月16日付の書状では、15日に

熊本を出発、16日には小
お

国
ぐに

まで進軍し（①）、先

遣隊は清正の本隊から２・３里先を行っているこ

とがわかる（②）。また、味方となる旨を誓って

いたとされる田原紹忍・宗像掃部の裏切りに対す

る憤りも感じられる（③）。

　９月17日付の書状では、玖
く

珠
す

郡引
ひき

地
ち

村まで進

軍し（④）、そこで合戦の勝利を知り、立石（石

垣原）まで行って黒田如水などに会いたいが、肥

後における毛利・石田方の宇
う

土
と

城（小西行長居城）

攻めを行うため帰国する旨を伝えている（⑤）。
加藤清正の進軍ルート

引用文献：林千寿編1998『松井文庫所蔵古文書調査報告書三』八代市立博物館未来の森ミュージアム
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黒田如水と石垣原合戦

　慶長５年、中津城にいた黒田如水の様子を『黒田家譜』

では以下のように伝えている。如水は上方において騒乱が

あることを想定し、大
おおさか

坂・備
びん

後
ご

の鞆
とも

・周
す

防
おう

の上
かみのせき

関に船を用意

し、情報を収集していた。上方での異変の報が届くと中津城

の普請を止めて、蓄えていた金銀を与えて兵を募り「都合

三千六百餘人」を集めて合戦に備えた。大友義統が大坂より

周防の上関まで来た際には使者を出し、徳川方に味方するよ

う説得するものの返答を得られず、大友義統が帰国し旧家臣

団が多く集まり勢いがつく前に討取るべく、９月９日に豊後

へ向けて出陣した。

　９月10日夜、国東半島の赤
あか

根
ね

峠で木付城が大友勢から攻め

られたという報を聞くと、井上九郎右衛門・久野次左衛門らを

木付城の救援のため派遣した。11日には富来城、12日には安

岐城を囲むものの、大友義統が旧臣などを集めて勢いづく前

に攻め滅ぼすため、これらの城を陥落させることなく通過した。

　木付城に向かった先遣隊は木付城に着くが、すでに大友勢

は撤退しており、戦う敵を失った黒田勢の先遣隊は大友義統が

本陣を敷く立石に向かって進軍、13日に石垣原で激しい合戦

が行われた。如水は13日の合戦の勝利を頭
かしらなり

成（日
ひ

出
じ

町）にて

聞き、夕方すぎ実相寺山頂に布陣した。14日には実相寺山に

て首実検を行い、15日には大友義統が降伏し、石垣原合戦は

終結する。16日には熊谷直盛の安岐城を包囲し、その後、九

州における毛利・石田方の諸城を攻略していった。

　黒田如水とともに中津城から出陣した武将は、

栗
くりやま

山四
し

郎
ろ う え も ん

右衛門・母里太兵衛・井上九郎右衛門・黒
くろ

田
だ

図
ずしょのすけ

書助ら後に黒
くろ

田
だ

八
はっ こ

虎と呼ばれる大
たいしん

身の家臣たちであ

る。黒田家の主力は長政について関ヶ原合戦に臨んだ

とされているが、重臣の多くは如水とともに出陣し、

石垣原合戦の際には実相寺山周辺に布陣した。

４番から７番までが
木付城へ救援に向かっ
た。この軍勢がその
まま別府に向かい、
９月１３日に大友勢
と石垣原にて合戦を
行う。

黒田如水（大分県立歴史博物館）

『黒田家譜』に記された黒田軍の進軍ルート

中津城から出陣した黒田如水の軍勢
栗山四郎右衛門
（福岡市博物館蔵）

母里太兵衛
（福岡市博物館蔵）
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吉弘統幸の菩提寺宝泉寺

吉弘統幸を祀る吉弘神社

吉弘統幸が合戦の際に用いたと伝
えられる旗指物（八幡朝見神社蔵）

吉弘統幸（宝泉寺蔵）

引用文献　貝原益軒編著『黒田家譜』「黒田家臣伝」歴史図書出版1980

吉弘統幸と石垣原合戦

　吉弘統幸は、父鎮
しげ

信
のぶ

が耳
みみ

川
かわ

の戦い（天
てん

正
しょう

６年：1578）で討死すると家

督を継ぎ、衰退していく大友家を一貫して支え続けた。

　天正14年（1586）の豊
ほう

薩
さつ

合戦の際には、少数の兵にて祇
ぎ

園
おん

河
か

原
わら

（大分市）

に布陣し、戸
へ

次
つぎ

川
がわ

合
かっ

戦
せん

の勝利で勢いに乗る島
しま

津
づ

家
いえ

久
ひさ

の軍勢を、一時的では

あるが足止めさせた。また、朝鮮出兵時には、志
し

賀
が

親
ちか

善
よし

らの撤退論に反対

し、小西勢を救援すべきと唱えたと伝えられている（大分県1981）。

　大友義統が旧領回復を目指し豊後へ向かった際には、徳川方へ味方する

よう説得するものの叶えられず、不利と知りつつ旧主君に従った。合戦の

際には、黒田家の重臣井上九郎右衛門との鎗
やり

による一騎打ちが行われたと

され『黒田家譜』では、その様子を以下のように伝えている。

　両人は先年よりしたしく馴近付たる事なれば、久しくて参り合たり

とて、しばし物語しけるが、いざや花やかに勝負を決せんと、互に云

合せて、面もふらず戦ひける。

　九郎右衛門は勝れたる勇士なりしが、たけひきく力劣りけり。吉弘ハ

聞こゆる大力にて、ややもすれば井上ハたたき付られ、あやうく見え

し處
ところ

に、九郎右衛門が運やつよかりけん。吉弘がつきける鎗、九郎右

衛門が鎧
よろい

の胸板に幾度もあたりて、鎧の毛處々切るるはかりなれども、

皆鎧の上なれは通らず。井上が鎗、吉弘が内冑に突入けるに、十文字

の横手にて、左の頬先をしたたかにかくる。

　加兵衛ハ冑
かぶと

の緒きれ、かぶと顔にかかりて目を覆へバ、鎗をもつて

みだりに打払ひ、後へ退ける。吉弘が鎗を引とる時、左の腋
わき

の下具足

のはつれに、襯
はだぎ

の青く見えけるを、井上よき透間よと思ひ、鎗にて突

しかは、あやまたす左の腋の下に深く突入たり。

　吉弘心はたけしといへとも、今朝よりの合戦につよくはたらき、す

へて敵を討取事二十三人なりしかは、戦ひつかれ、其上両所深手を負、

殊に腋の下の疵いた手なれは、忽
たちまち

によはりて戦ふ事あたハす。

引用文献　川添昭二・福岡古文書を読む会校訂『新訂黒田家譜』文献出版1983

※�『黒田家譜』では、大友家の豊後除国後、吉弘統幸は一時期黒田如水に

招かれ、井上九郎右衛門の領地に逗留していたと伝えている。

井上九郎右衛門（1554-1634）
　福岡藩の貝原益軒が藩命により編纂した『黒

くろ

田
だ

家
か

臣
しん

伝
でん

』では、その筆頭

に井上九郎右衛門の事績が記されている。これによると「行儀すぐれ武勇

の心懸深かりけり」とその人物像が伝えられ、如水とともに各地を転戦し

たが、その名を高めたのが石垣原合戦での働きで「慶長五年、如水に従て

豊後に赴き、大友義統の先手吉弘加兵衛尉統幸と鎗を合て打勝、付従ひし

軍勢を追散し、其名天下に高し」と紹介されている。

　黒田家の筑前入国後は、隣国豊前の細川家との関係が、年貢収納問題で

悪化し、その要衝の地である黒崎城を任され、１万６千石を与えられた。井上九郎右衛門
（福岡市博物館蔵）
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「吉弘統幸古墳」『鶴見七湯廼記』（大分県立歴史博物館蔵）

『鶴見七湯廼記』に描かれた石垣原合戦

　『鶴
つる

見
み

七
しち

湯
とう

廼
の

記
き

』は、豊後森
もり

藩の藩主久
く

留
る

島
しま

通
みち

嘉
ひろ

が、鶴
つる

見
み

村の照
てる

湯
ゆ

に

温泉場を設け、その繁盛するにおよび鶴見村内の七
しち

湯
とう

の由来と、村内の

名所・旧跡特産物を紹介するため、藩の寺社奉行伊
い

島
じま

重
しげ

枝
えだ

に文を、江
え

川
がわ

吉
よし

貞
さだ

に風景を描かせたものである。

　石垣原合戦に関するものとしては絵図は「吉
よし

弘
ひろ

統
むね

幸
ゆき

古
こ

墳
ふん

」「鶴
つる

見
み

原
ばる

古
こ

戦
せん

場
じょう

」「大
おお

友
とも

義
よし

統
むね

腰
こし

懸
かけ

石
いし

」「黒
くろ

田
だ

孝
よし

高
たか

腰
こし

懸
かけ

石
いし

」などがあり、説明文として

は「吉弘統幸古墳のこと」「鶴見原古戦場并大友黒田両将腰懸石の事」

などがある。江戸時代後期の別府の風景や風土を知る上で貴重な資料で

ある。

吉弘統幸古墳のこと

　鶴見と石垣両村の境なる往還の西のかた　鶴見村の内なる小林の中に吉弘嘉兵衛統幸の墓あり　

統幸は大友の重臣にして智勇兼備の人なり　義統防州より豊後に渡海して御領を復さんと計りしに

　いまだ時至らずと諫を入たれとも用ひず　終に小郡より発し濱脇にいたり鶴見原の合戦有し也

　時は慶長五年九月十三日の合戦に此所にて戦死したり　黒田の臣後藤太郎介と云もの種子か島の

鉄砲にて統幸が弓手の脇腹をうちぬく　時に小栗次右衛門首を取たりと云　戦死の所は屋形石の所

なるべし

　法号は統雲院殿傑勝運英大居士と有　石の小室に位牌おさめ有　傍に丈くらべ石と云て高七尺ば

かりの立石有　又下馬松と云て此森の中なる古松の枝東のかたに長くさし出て　従来の人ここにて

下馬せざれば通がたし　依て下馬松の名此所に有　寛政の末枯て今はなしといへども　いつとなく

地名のごとくなりて今も此所を下馬松と人皆云る事也

（『鶴見七湯廼記　伊島重枝』　訳：入江秀利）
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「黒田孝高腰懸石」『鶴見七湯廼記』（大分県立歴史博物館蔵） 「大友屋形腰懸石」『鶴見七湯廼記』（大分県立歴史博物館蔵）

「鶴見原古戦場」『鶴見七湯廼記』（大分県立歴史博物館蔵）

鶴見原古戦場并大友黒田両将腰懸石の事

　慶長五年の秋大友義統周防國小郡より出船して　九月九日當國濱脇に着船有て立石村に移て陣を

居られたり　この陣所此村の庄官の宅地となりて　近き年頃までそのときの本陣を居宅の座敷とし

て存ぜしが　今は新宅に建替てなし

　扨義統立石に陣を居諸方に廻文をなしけるに　恩顧のものども近隣より集りてやがて三千餘騎と

なりぬ　其頃杵築の城には細川候の城代として家臣松井佐渡守・有吉四郎左衛門居城す大友かたよ

り杵築の城を責て利あらずして立石に引取　松井・有吉軍を出して鶴見原に来り實相寺山に屯す　

此よし中津黒田如水聞て早速軍勢を出す　先鋒井上九郎右衛門鶴見にきたりて松井・有吉と同陣す

　九月十三日合戦数度に及ぶ　はじめは大友勢強ふして中津勢三度まで敗り　戦場は立石と實相寺

山のあいだなる廣原也　此野全鶴見村の地面也といへども　古くより鶴見山河原奥より出水の防た

る石堤数ヶ所有によりて也　此所を石垣原といへり　扨十三日におよびて如水國東より石垣原に出

て此實相寺山に陣を居られたり　此日の合戦討死大友かたに精兵九十騎雑兵百五十餘　中津・杵築

の勢八十餘うち死すと云　吉弘嘉兵衛統幸も此日の合戦にうち死し　義統も終に如水にくだりぬと

云　此廣原に立石村の本陣より出張くて大友義統軍配せしとき腰懸たりしと云石有　今やかた石と

云　又黒田孝高か腰懸石と云も有て　是は大友の本陣を居たりし立石村にあり　ふたつながら動な

き昔のかたみ爰に残れるもの也けりと　則図にも出したりけらし

（『鶴見七湯廼記　伊島重枝』　訳：入江秀利）
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古絵図で見る石垣原合戦
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南立石本町

古写真で見る石垣原合戦



踊り継がれる石垣原合戦（ヤッチキ）
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